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共創ネットワーク

　「アクティブ・ラーニング」は、漢字で「能動的学

習」と書きます。従来のような、一方的に伝達される

知識を聴くという受動的な「学び方」ではなく、能動的・

主体的な態度で学習する「学び方」です。

　2015 年 8 月 26 日付の、文部科学省「教育課程企画

特別部会　論点整理」は、次期の指導要領改訂の方向

性について述べたものです。ここでは、次期改訂の視

点は、子どもたちが「何を知っているか」ではなく、

「知っていることを使ってどのように社会・世界と関

わり、よりよい人生を送るか」であり、学びに向かう

力や人間性などを、いかに総合的に育んでいくかが大

切だということが述べられました。その上で、そのた

めの学びにおける、「アクティブ・ラーニング」の重

要性が示されています。

　また、2016 年 3月 31 日に公表された、文部科学省「高

大接続システム改革会議　最終報告」においても、「十

分な知識・技能」「それらを基盤にして答えが一つに

定まらない問題に自ら解を見いだしていく思考力・判

断力・表現力等の能力」「これらの基になる主体性を

持って多様な人々と協働して学ぶ態度」の３つは、「学

力の３要素」と定義づけられています。先行きの不透

明な現代社会で、さまざまな人と関わり合いながら、

主体性を持って人生を切り拓いていく力として、この

「学力の３要素」は、特に重視すべきものであるとい

う見解が示され、こういった力を育む、抜本的な教育

改革を推し進める上で欠かせないのが「アクティブ・

ラーニング」の視点だということが述べられました。

　この「教育課程企画特別部会　論点整理」「高大接

続システム改革会議　最終報告」に共通するのは、「知

識・技能」を活用できる「思考力・判断力・表現力」と、「主

体性」を持って他者と「協働」して学ぶ姿勢を育むこ

とを重視している点です。これらは、先行きの不透明

な時代を生きる現代人に欠かすことのできない力であ

るとして、今後のすべての教育で重視されることにな

ります。「アクティブ・ラーニング」は、こういった「思

考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」を身につ

けることのできる、優れた「学び方」なのです。

　この流れの中で、入試の改革も始まっています。

　大学入試は、2021 年度入試から大きく変わります。

大学入試センター試験が廃止され、「高等学校基礎学

力テスト（仮称）」「大学入学希望者学力評価テスト（仮

称）」と、大学個別の入学者選抜が実施されることに

なる予定です。この「大学入学希望者学力評価テスト

（仮称）」は、大学入学希望者が共通で受検するテスト

で、「学力の３要素」のうち、「思考力・判断力・表現

力」を中心に評価するものとなります。そして、大学

個別の入学者選抜も、「主体性・協働性」をはじめと

した「学力の３要素」を多面的・総合的に評価するも

のへと変わることとなります。なお、「高等学校基礎

学力テスト（仮称）」は、生徒の基礎学力の習得と学

習意欲の喚起を目的として実施されるテストです。

2019 年度から実施されますが、2022 年度までは「試

行実施期」と位置づけられ、大学の入学者選抜には利

用しないことになっています。（2023 年以降に利用さ

れるかどうかは、現時点では決まっていません。）

　大学入試を含めた、抜本的な教育改革が始まろうと

しています。時代の変化とともに、知識・技能を受動

的に習得する力から、答えが 1 つに定まらない問題に

解を見いだし、新たな価値を創造していける力や、主

体性を持って人生を切り拓いていける力が、求められ

るようになったのです。こうした力を総合的に育むに

は、学びの質や深まりが重要であり、「アクティブ・ラー

ニング」の視点からの教育は、重要性を増すばかりです。

　　　　　　　　　　　　　　　（文 / 学林舎編集部）

学習教育の行き先

アクティブ・ラーニングの展望
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　グローバル化や少子化が進む現代の日本では、子ど

もたちはこれまでと違う新たな多様性をもち、主体的

に生きていく力を身につけることが必要だと考えられ

ています。文部科学省は、「知識・技能｣「思考力・ 判

断力・表現力｣「主体性・多様性・協働性｣の３つを「学

力の３要素｣と位置づけ、これが今の子どもたちに必

要な能力であるとしています。小学校・中学校では「学

力の３要素」を学ばせる取り組みが進み、2012 年の

PISA( 生徒の学習到達度調査 ) では、日本の子どもた

ちが国際的にも高い水準を示したことから、この取り

組みは一定の成果が出ているといえます。

　しかし、その後に続く、高等学校教育と大学教育、

この２つを結ぶ大学入学者選抜を見てみると、「学力

の３要素」が、評価や選抜に生かされているとは言い

難い状況にあります。現在の大学入学者選抜は、知識

の暗記や反復といったパターン学習ができているか、

もしくはその反対に自己表現ができれば、知識などは

あまり問わないとするといった極端な状況が見受けら

れ、「学力の３要素」が選抜に生かされていないとい

う指摘があります。中学生の約 99％が高等学校へ進

学し、高等学校は大学入学者選抜を見すえた指導を行

うことが多い現状があることから、高等学校教育、大

学教育、大学入学者選抜の３つが一体化して、「学力

の３要素」を評価するしくみに改革していく必要があ

ると考えられています。この改革を高大接続システム

改革といいます。

　どのようにすれば「学力の３要素」を正確に評価で

きるかについては何年も議論されてきましたが、2016

年３月に文部科学省高大接続システム改革会議プロ

ジェクトチームより最終報告が出されました。この報

告より、大まかな内容をまとめます。

□高等学校教育改革

　次期の学習指導要領の改訂では、子どもたちに必要

な資質や能力が何かを考え、現在の教科や科目の見直

し（公民科で社会参画をはぐくむ「公共」を必修とし

て新設するなど）を行ったり、教員の指導力向上と合

わせて子どもを多面的に評価することを推進したりと

いった改革が予定されています。また、「高等学校基

礎学力テスト（仮称）」を導入し、「学力の３要素」を

うまく評価する方法が考えられています。しかし、具

体的な内容については、現在も中央教育審議会で継続

して審議中です。

□大学教育改革

　各大学は、それぞれが次のような３つのポリシーを

定め、公表することになります。

①カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

　教育内容とその成果の評価を明確にする。

②ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）

　どのような能力を身につけたら卒業・学位授与とな

るのかを明確にする。

③アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）

　①と②の方針の上で、「学力の３要素」を大学入学

者選抜でどのように評価するかを明確にする。

　この３つを公表することにより、大学がどのような

人を育てようとしているのかがわかり、子どもたちが

自分の生き方に合った大学を選ぶことができると考え

られています。

□大学入学者選抜改革

　各大学は、アドミッション・ポリシーに基づいてど

のような方法で入学者受け入れを行うかを決定し公表

します。これに合わせて、各大学の個別選抜も改革を

進めることとなっています。その一方で、共通の「大

学入学希望者学力評価テスト（仮称）」が実施される予

定です。これは、「思考力・判断力・表現力」を中心に

子どもたちを公平に評価するもので、教科や科目の知

識の暗記などではなく、大学教育を受けるのに必要な

知識と理解をもった上でさまざまな問題を自ら見つけ

て考え、解決していく判断力を重視するものになる予定

教育現場の行き先

高大接続がもたらすもの
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です。具体的には、条件を与えた文章記述問題や、正

解数を明示しない複数記号選択問題などが考えられて

います。

　これら一連の高大接続システム改革は、高等学校教

育改革については「高等学校基礎学力テスト（仮称）」

を 2023 年度からの完全実施（2019 年度より仮実施）

予定、大学教育改革については 2017 年度より可能な

限り早くポリシーの公表や実施をすること、大学入学

者選抜改革については 2020 年度より仮実施を行った

上で、平成 2024 年からは新学習指導要領に対応した

完全実施が予定されています。　

　　　　　　　　　　　　　　　（文/ 学林舎編集部）

　文部科学省は、先進的な科学技術や理科・数学教育

を実施する高等学校や中高一貫教育校を、スーパーサ

イエンスハイスクール (SSH) として指定し、各学校で

の取り組みを支援しています。

　スーパーサイエンスハイスクールの指定校は、指定

を希望し、文部科学省に申請した上で、審査に通った

高等学校等に限られます。

＜目的＞

　国際的に活躍できる科学技術系の人材育成、および

理科・数学系の教育に重点をおいた研究開発。

＜スーパーサイエンスハイスクール指定校での取り組み＞

　指定を受けた学校では、科学技術や理科・数学に重

点をおいた学習指導要領によらない独自のカリキュラ

ムの開発、創造性・独立性を高める指導方法や教材等

の開発、大学や研究機関との共同研究、地域の特色を

生かした課題研究など、様々な取り組みを行います。

スーパーサイエンスハイスクールの指定期間は５年

で、各指定校は、その活動について、年度ごとに研究

開発報告書を作成し、文部科学省に提出しています。

また、全国の指定校の代表生徒が集まり、日頃の研究

活動の成果を発表するスーパーサイエンスハイスクー

ル生徒研究発表会も実施されています。

＜スーパーサイエンスハイスクール指定校の卒業生の進路について＞

　2007 年度～ 2011 年度に行われた調査によると、スー

パーサイエンスハイスクール指定校の理系学部への進

学率は、すべての高等学校の平均進学率に比べて高く、

男子は全国平均の約２倍、女子は全国平均の約３倍に

なっています。このことから、スーパーサイエンスハ

イスクール指定校が、理系学部に数多くの人材を送り

出していることがわかります。

　しかし、調査期間中の理系学部への平均進学率は、

経年で低下する傾向が見られます。この原因としては、

スーパーサイエンスハイスクール指定校の拡大に伴

い、進学のみではなく、多様な教育内容をもつ職業学

科を含む指定校が増加したことが考えられます。

　また、通算指定年数の長い指定校は、指定年数の短

い指定校に比べて、国公立大学の理系学部への進学率

が高い傾向にあることが確認されました。このことか

ら、スーパーサイエンスハイスクールでの取り組みを

長年続ける学校がよい成果を出しており、これらの学

校の取り組みが、今後の科学技術系の人材育成のため

のカリキュラムを確立する上で、資産になると考えら

れます。

　指定校の地理的要因と進学率との関係についての調

査からは、同一都道府県内に研究人材育成大学が少な

い地域や地方都市にある指定校において、同一都道府

県内の国公立大学の理系学部への進学率が高い傾向に

あることがわかりました。大学との共同開発等の連携

は、スーパーサイエンスハイスクールの中心的活動の

１つで、指定獲得の要件の１つとなりますが、この結

果は、地域における高等学校と大学との連携が強いこ

とを示しているとも考えられます。

＜まとめ＞

　四年制大学への進学率の増加は、科学技術系の人材

育成の成果の指標の１つですが、科学技術系の人材育

成の出発点に過ぎません。スーパーサイエンスハイス

クール指定校の卒業生が、大学、大学院に進学した後、

どのような職業に就き、どのような成果をあげている

かなど、今後の動向が注目されています。

　　　　　　　　　　　　　　（文 / 学林舎編集部）

学習教育の行き先

スーパーサイエンスハイスクール
(SSH)がもたらすもの
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求められるAll　English教材
＜All　English 教材が必要な理由＞

　ここ数年、英語学習を取り囲む環境は大きく変化をしています。高校、中学校での英語授業においては、すべ

て英語でおこなうことが一般化しつつあります。学習指導に関しても、従来のように日本語に訳すのではなく、

英語は英語で考え、読解、記述することを推進しています。

　そういった中、All　English の学習教材が求められています。ただ、日本の一般的な中学生、高校生の英語レ

ベルを考えるとアメリカの中学生、高校生が使っている教科書や副教材は難しいといえます。そのため、学林舎

ではアメリカの幼稚園、小学校で使われている All　English の学習教材を提案致します。英語力の向上はもちろ

んのことリメディアル学習としての効果も期待できます。

□Gr.PreK～K
Physical Science、Life Science、Earth Scienceの3つの分

野で学習できるように構成されています。

色鉛筆などで色を塗る箇所が随所にありますので、色鉛筆をご

用意ください。

□Gr.1～6
Physical Science、Life Science、Earth Scienceを中心に

Environment、Ecology、Engineeringなどの分野を学習でき

ます。分野ごとにScienceに関する用語、文章などを読解し、文

章を書く（表現）練習ができます
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人生を豊かにしていくために

57

 昨年から日本のスポーツ界ではよくない出来事が続いて

います。2020年東京五輪・パラリンピックに向けて日本

のスポーツ界で今求められるものは、まさにスポーツマ

ンシップの正しい理解と実践にあるといえます。

　スポーツ界のみならず企業の不祥事、特に大手企業の

名前を使って、さまざまな偽装行為で消費者を欺く事件

が絶えません。スポーツの世界に見られる不祥事も、社

会でおこっていることを映し出しています。社会におい

てスポーツマンシップに当たるシチズンシップもまた同

様に重要になります。コンプライアンス（法令厳守）と

いう言葉も、日本では一般的に浸透している中、最も法

律を尊重し活動すべき機関が法律違反をすることは、ス

ポーツ界の不祥事と同様社会全体に悪影響をもたらしま

す。

 スポーツマンシップの大前提はROOTSにあります。Rは競

技のルール（Rule）を守ること、社会においては法律を

守ること（コンプライアンスの徹底）を意味します。Oは

審判（Official）の判定に従うことを意味し、社会では

警察ということになりますが、もう少し狭い範囲になる

と、例えば会社の先輩や上司、家庭では親、学校では教

師にあたります。もう一つのOは対戦相手（Opponent）を

尊重することで、社会では例えば取引先、家庭や学校で

はご近所の地域社会を意味します。Tは仲間（Team）を大

切にすること意味し、会社では全ての職場の仲間たち、

家庭では家族、そして学校では全校生徒や教職員を意味

します。そして最後のSは自分自身（Self）を尊重するこ

とです。これらROOTSに敬意を払うことがスポーツマン

シップの意味で、その実践をすることがスポーツマンの

務めとなります。勝つか負けるかといった結果は、自分

の力だけでは何ともなりませんが、スポーツマンシップ

をもとに取り組むかどうかは、自分自身で決め行うこと

ができます。社会におけるシチズンシップもまた同様に、

そこで営まれる行為に対する結果（企業の業績など）は、

自分自身の力だけではどうにもならないことも多々あり

ます。しかし、シチズンシップをもとに正しい行いをす

ることは、全ての人に求められ、それを実践することが

できます。アスリートが正しくスポーツマンシップを理

解し、それを実践することは、そっくりそのまま社会生

活に生かすだけで、立派な社会人としてのシチズンシッ

プを社会に示す、模範となる生き方ができるのです。

　5年前の東日本大震災の復興もまだまだ道半ばの今、今

年4月には熊本で大きな震災が起こり、甚大な被害が出て

います。被災地を支援するためのボランティア活動など

の社会貢献は、社会におけるシチズンシップを発揮する

上で、もっとも意味ある活動となります。今月15日の朝

日新聞朝刊でスポーツ界の熊本震災支援の特集記事が掲

載され、そこで少し私のコメントを取り上げていただき

ました。

・5月15日の朝日新聞朝刊

　http://www.asahi.com/articles/ASJ5D4CQWJ5DUTQP015.html

　紙面の関係で詳しい事例を紹介できませんでしたが、

アメリカでは毎年のように巨大竜巻やハリケーンにより、

家を失う人や亡くなる人が多数おられます。突然やって

くる自然災害以外でも、アメリカの日常の社会生活で起

こる問題、例えば貧困と教育格差の拡大といった社会問

題も深刻です。日頃から見過ごしがちな社会の問題に向

き合い、自ら行動を起していくことは、シチズンシップ

を発揮する絶好の機会です。2005年ハリケーン・カト

リーナでアメリカ南部は甚大な被害を受けました。その

時全米から約1,000名の大学アスリートたちが立ち上がり、

約20件の家を建てて被災地に送りました。また、大きな

災害が起こったときだけでなく、日頃から文武両道を実

践し、年間数百から千時間ものボランティア活動をし、

地域社会を豊かにしようとする学生アスリートが数多く

います。日頃からシチズンシップを発揮する機会を見つ

け、自ら行動していくことが、豊かな社会生活を実現す

るために必要な教養を養う近道となります。（つづく）
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　1962年生まれ。1998年にワシントン大学へアメリカンフットボールコーチ留学。
2000年リーグ制覇、2001年ローズボウルに出場し、ローズボウル制覇に貢献。
国家レベルのリーダーシップ教育に貢献した、ランブライト元ワシントン大学ヘッド
コーチよりリーダーシップ教育を学ぶ。
　全米の大学で人格形成プログラム普及に貢献した、ライス元ジョージア工科
大学体育局長よりライフスキル教育を学ぶ。
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